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Ⅱ センターの事業報告 
１． センター事業日誌（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月） 































２．平成 28 年度 小学生・中学生の放射線教室 
 ―ふるさと科学者実験セミナー「おもしろ放射線教室」― 
平成 28 年 5 月 7 日(土)午前 9 時 30 分～15 時（昼食休憩をはさむ），学際科学実験センターと
(財)金沢こども科学財団の共催で，金沢市の小学生や中学生を対象とする，ふるさと科学者実験セ
ミナー「おもしろ放射線教室」が開催された。会場は(財)金沢子ども科学財団 実験室（金沢大学
















３．第 15 回 北陸地域アイソトープ研究フォーラム 





















４．第 53 回北陸実験動物研究会 
北陸 3 県の実験動物研究者，技術者，実験動物取り扱い企業の情報交換の場として年 2～3 回開
催している北陸実験動物研究会の年次総会および研究会が，金沢大学十全医学会の後援のもと平成





何に制御されるか」の 2 題が特別講演として発表された。それぞれの発表後，学内外からの 40 名
を超える参加者を交えて活発な討論が行われ，さまざまな意見交換が行われた。 
主催：北陸実験動物研究会（金沢大学十全医学会後援） 
開催日：平成 28 年 6 月 4 日（土） 






東京医科歯科大学 実験動物センター 金井正美先生 
特別講演２「マウスミュータント系を用いた生殖器形成の解明の最前線：性差は如何に制御さ
れるか」 
和歌山県立医科大学 先端医学研 遺伝子制御学研究部 山田源先生 
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大学院生を中心に幅広い年代，経歴の方々が集まり，全 4 日間に渡り下記の実験・実習を行った。 
ゲノム編集技術は近年開発された新しい遺伝子改変技術であり，ES 細胞などの幹細胞だけでな
く，HeLa 細胞や 293T 細胞といった体細胞でも特別な機器や習得困難な技術を使うことなく，容
易に遺伝子改変を可能とする。また，CRISPR/Cas9 システムに代表される gRNA（ガイド RNA）
を利用したゲノム編集技術は単に遺伝子欠損細胞の樹立から遺伝子機能解析への応用に留まらず，
将来的に遺伝子治療への応用が期待される次世代技術の一つでもある。今回のトレーニングコース



















６．第 32 回 生命工学トレーニングコース 
 「生命科学・RI 利用技術基礎コース」 
平成 28 年 9 月 14 日(水)～16 日(金)の三日間に渡り，学際科学実験センター・アイソトープ総
合研究施設において，第 32 回生命工学トレーニングコースを開催し，学内から６名（募集定員上
限）の参加があった。本コースでは，小動物用 in vivo イメージング装置を用いたマウスの生体機
能解析技術の習得を目的としたカリキュラムを編成しており，小動物用 PET（ポジトロン断層法; 
Positron Emission Tomography）-CT（コンピュータ断層撮影; Computed Tomography）装置を利
用した[18F]FDG による腫瘍イメージングや，放射性核種標識薬剤の体内分布の基礎検討を題材と
した。 
初日は，ＲＩの安全取扱いの基礎など法定講習とＲＩを用いた in vivo 動物実験の基本について








が，参加者は小動物用 in vivo イメージング装置を用いた動物実験技術の習得に熱心に取り組んで
いた。 
主催：金沢大学 学際科学実験センター トレーサー情報解析分野 










７．第 33 回生命工学トレーニングコース「発生工学・基礎技術」 
















 平手良和先生（東京医科歯科大学 実験動物センター 講師） 
８．第 18 回 北陸地域アイソトープ研究会・ 
放射線取扱技術研修会 














開催： 平成 29 年 3 月 16 日(木) 10：00～12：35 
場所： 金沢ニューグランドホテル 4 階 「金扇の間」 
講演：1)「福島原発事故により放出された 134Cs, 137Cs の環境中における移行挙動」 
    長尾誠也 教授（金沢大学 環日本海域環境研究センター センター長） 
      2)「変わりつつある放射線施設のポジショニング」 
- 規制の見直し，緊急時モニタリングプラットフォーム，放射線健康リスク科学教育 - 
        松田尚樹 教授（長崎大学 原爆後障害医療研究所 放射線リスク制御部門） 
参加者： 39 名 
  
